
P8,A2　

工事名： 橋りょう修繕工事（神戸陸橋耐震補強工その５）

数 量 総 括 表

道路修繕 橋脚耐震補強工 作業土工 床掘り m3 10 117.8 120

埋戻し m3 10 95.9 100

整地 m3 10 11.2 10

橋脚耐震補
強工

コンクリート削孔 φ32 削孔長450㎜ 箇所 1 46 46 柱

コンクリート削孔 φ35 削孔長385㎜ 箇所 1 64 64 底版

コンクリート削孔 φ39 削孔長445㎜ 箇所 1 66 66 底版

コンクリート削孔 φ32 削孔長1110㎜ 箇所 1 208 208 底版

注入材 エポキシ樹脂 ㎏ 1 178.2 178

コンクリートアンカー M12×50 本 1 64 64

下地処理（底版） m2 1 60.1 60 底版

ｺﾝｸﾘｰﾄ巻立て　24N m3 1 14.4 14

コンクリート(底版)　24N m3 1 15.0 15

型枠（底版） m2 1 8.4 8 底版

鉄筋 D29 SD345 ｔ 0.01 1.469 1.47

鉄筋 D25 SD345 ｔ 0.01 2.074 2.07

鉄筋 D22 SD345 ｔ 0.01 0.801 0.80

鉄筋 D16 SD345 ｔ 0.01 0.655 0.66

鉄筋 D13 SD345 ｔ 0.01 0.014 0.01

機械式鉄筋定着加工 D25 箇所 1 208 208

フレアー溶接 D16 箇所 1 52 52
SM490YB

工場製作工
落橋防止装置等
製作工 製作加工 亜鉛ﾒｯｷ（HDZ55） ㎏ 1 2782 2,782

SM490B

製作加工 亜鉛ﾒｯｷ（HDZ55） ㎏ 1 3280 3,280
SM490A

製作加工 亜鉛ﾒｯｷ（HDZ55） ㎏ 1 1623 1,623
SM400B

製作加工 亜鉛ﾒｯｷ（HDZ55） ㎏ 1 7576 7,576
SM400A

製作加工 亜鉛ﾒｯｷ（HDZ55） ㎏ 1 11982 11,982 10904+1078

工　種
（LEVEL１）

工　種
（LEVEL２）

種　別
（LEVEL３）

細　別
（LEVEL４）

規　格
（LEVEL５）

単位 数位 設計数量 積算数量 備考
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P8,A2　

工　種
（LEVEL１）

工　種
（LEVEL２）

種　別
（LEVEL３）

細　別
（LEVEL４）

規　格
（LEVEL５）

単位 数位 設計数量 積算数量 備考

橋梁付属物工
水平力分担構造設置

工 コンクリート削孔（上部工）φ65×426 孔 1 48 48

コンクリート削孔（上部工）φ62×383 孔 1 8 8

コンクリート削孔（下部工）φ61×775 孔 1 40 40

コンクリート削孔（下部工）φ45×535 孔 1 120 120

アンカーボルト挿入（上部工）D35×810 本 1 48 48

アンカーボルト挿入（上部工）D32×790 本 1 8 8

アンカーボルト挿入（下部工）D51×905 本 1 40 40

アンカーボルト挿入（下部工）D35×640 本 1 120 120

注入材 エポキシ樹脂 ㎏ 1 83.5 84 アンカー

芯だし調整 m2 1 25.9 26

チッピング m2 1 16.4 16

注入 m2 1 16.4 16

注入材 エポキシ樹脂 ㎏ 1 108.2 108 ブラケット

シール材 エポキシ樹脂 ㎏ 0.1 2.5 2.5 ブラケット

モルタル充填 m3 0.1 1.24 1.2

無収縮モルタル ㎏ 1 2673.8 2,674

上部工ブラケット取付(600㎏超2000㎏以下) 組 1 10 10

下部工ブラケット取付 組 1 10 10

水平力分担構造取付(P8) 組 1 8 8

水平力分担構造取付(A2) 組 1 2 2

連結ボルト 式 1 1 1

落橋防止装置工 コンクリート削孔（上部工）φ81×340 孔 1 18 18

コンクリート削孔（下部工）φ61×775 孔 1 24 24

アンカーボルト挿入（上部工）D51×630 本 1 18 18

アンカーボルト挿入（下部工）D51×895 本 1 24 24

注入材 エポキシ樹脂 ㎏ 1 20.2 20 アンカー

芯だし調整 m2 1 3.5 4
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P8,A2　

工　種
（LEVEL１）

工　種
（LEVEL２）

種　別
（LEVEL３）

細　別
（LEVEL４）

規　格
（LEVEL５）

単位 数位 設計数量 積算数量 備考

チッピング m2 1 1.8 2

注入 m2 1 1.8 2

注入材 エポキシ樹脂 ㎏ 1 11.9 12 ブラケット

シール材 エポキシ樹脂 ㎏ 0.1 0.4 0.4 ブラケット

モルタル充填 m3 0.1 0.16 0.2

無収縮モルタル ㎏ 1 300.0 300

上部工ブラケット取付(600㎏超2000㎏以下) 組 1 2 2

下部工ブラケット取付 組 1 2 2

PCケーブル取付 F310TDU 本 1 2 2

仮設足場工 枠組足場 式 1 1 1 170掛㎡

排水施設工 排水管撤去 ｍ 1 7.2 7

排水管設置 ｍ 1 5.6 6

排水管（材料） 式 1 1 1

ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ設置　　 本 1 12 12 M12×100

構造物撤去
処分工 運搬処理工 コンクリート殻運搬処分　 m3 0.1 0.7 0.7

現場発生品運搬処理　　※撤去塩ビ管(廃プラ) 式 1 1 1

仮設工 土留工 大型土のう 式 1 1 1 19袋

共通仮設 共通仮設費 技術管理費
施工調査費（近
接調査計測工）

水平力分担構造設置工 組 1 10 10

施工調査費（近
接調査計測工）

落橋防止装置工 組 1 2 2

施工調査費
（鉄筋探査）

橋脚巻き立て工 横向き m2 1 57.7 58

施工調査費
（鉄筋探査）

橋脚巻き立て工 下向き m2 1 60.1 60

施工調査費（鉄
筋探査）

水平力分担構造設置工 横向き m2 1 25.9 26

施工調査費（鉄
筋探査）

落橋防止装置工 横向き m2 1 3.5 4
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数量集計表（Ｐ８）～耐震補強工～ P8耐震＿1/9

工
種

表 面 処 理
底版増し厚60.1   m2

箇 所 66   

※施工パッケージに含む

直 線

樹
脂
ア
ン
カ
ー

底 版

樹
脂
使
用
量

底 版

合　　　計 ㎏ 178.22

削
孔
箇
所
数

底 版

（φ35 削孔長1110㎜）

柱

（φ39 削孔長445㎜）

（φ35 削孔長385㎜）

（φ32 削孔長450㎜）

作

業

土

工 m3整 地

床 掘 り m3

11.2  

埋 戻 し C m3

A 領 域

95.9  

117.8  土 砂

機
械
式
定
着 合 計

- 　   

208  

0＜L≦1m - 箇所

1m＜L≦2m D25 〃 208  

D13 ｔ 0.014

合　計 5.013

1.469

0.801

D16 ｔ 0.655

D25 ｔ 2.074

SD345

鉄 筋

D29 ｔ

D22 ｔ

〃

ｔ

93   
※施工パッケージ
に含む足 場 工 枠 組  H ≦ 30m 掛m2

64   

㎏ 142.38

柱 組 立 用 アン カー コンクリートアンカー M12 本

柱 （ D22 ）

（ D29 ） ㎏

ア ン カ ー 工
箇 所

柱 （ D22 ）

20.63

（ D25 ）

（ D25 ）

箇 所 64   

11.50

15.21

㎏ ※削孔に含む

㎏

箇 所

※削孔径φ35

（ D29 ） 本 66   ※削孔径φ39

底版増し厚

合　　計

m2 8.4   

69.7   

帯鉄筋フレアー溶接 D16
ｍ 8.3   

箇所 52   

柱巻立て

m3 底版増し厚

本

本 46   

単 位 数 量 摘 要

m2 57.7   柱巻立て

躯

体

工

※施工パッケージに含む

補 強 工

コンクリート体積

（ D25 ）

208   

下 地 処 理 工

29.4   

現 場 溶 接 工

項 目 種 別 仕 様

61.3   

※削孔径φ32

272   

46   

m2

15.0   

m3

 σck = 24 N/mm2

合　　計

型 枠 面 積

14.4   

m3

m2

柱巻立て



数量計算（P8耐震補強） P8耐震＿2/9

1.
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2. 下地処理工 ※数位は塗装に準じる P8耐震＿3/9

既設柱断面積

A ＝ × ＝ m2

A ＝ m2

柱部 ※施工パッケージa,cの場合はこれを含む

A1 ＝ ＋ × ＋ × 2 ＝ m2

底版部

上面 A2 ＝ × ＝ m2

既設柱控除 m2

＝ 〃

A ＝ m2

70.6

-10.5

60.1

( 3.650 57.7

8.400 8.400

10.5

1.900 5.500

( 1.900 5.500 ) 0.250 )

10.5

10.5

表面処理



3. ※Co体積・型枠面積数位：幅、高さ、長さは少数位以下2位止、
P8耐震＿4/9

体積、面積は少数位以下1位止、

1)

柱 （コンクリート巻立て）

V1 ＝ × × × 2 ＝ m3

V2 ＝ × × × 2 ＝ 〃

V ＝ m3

底　版 （増し厚）

V3 ＝ × × ＝ m3

既設柱控除 m2

× ＝ 〃

V ＝ m3

2)

柱

直線 A1 ＝（ ＋ ）× × 2 ＝ m2

A ＝ m3

底　版

直線 A2 ＝（ ＋ ）× × 2 ＝ m2

A ＝ m2

4. 現場溶接工

帯鉄筋フレア－溶接

1) 柱 （D 16 ）

溶接長 l ＝ m n ＝ 52 箇所

溶接延長 L ＝ × 52 ＝ m0.160

61.3

8.40 8.40 0.25

0.160

8.3

8.4

14.4

8.4

10.500 0.250 -2.6

3.65 61.3

3.65

15.0

型 枠 面 積

2.40 6.00

5.50 3.65 0.25 10.0

8.40 0.25 8.40 17.6

2.40 0.25 4.4

補 強 工

コンクリ－ト体積



5.1.
P8耐震＿5/9

5.2. 樹脂使用量

ﾛｽ率：+0.19

計

なお、樹脂の単位質量は1200kg/㎥とする。

樹脂使用量（㎏）は、材料ロス率：+0.09を含む(底版）

6.

アンカ－鉄筋詳細図

コンクリ－トアンカ－ アンカ－鉄筋

( M12 ) （ D13×220 )

30 20

50

1)  ( M12 )

n ＝ 図面　「橋脚耐震補強図」より ＝ 本

178.22

樹脂使用量

142.38〃

樹脂使用量

(㎏)

20.63

 D25 φ35 1100 208 0.109

15.21

〃  D29 φ39 435 66 0.016

11.46

底版  D25 φ35 375 64 0.012

柱  D22 φ32 440 46 0.009

(mm) (本) (m3)
ｱﾝｶｰ径 削孔径

削孔長 本数 樹脂使用量

〃  D29 φ39

208

100

コンクリ－トアンカ－

64

445

柱組立用アンカ－鉄筋

1
7
.5

1
0
0

66

〃  D25 φ35 11101100

66 28.7

64

208

435

230.9

29.4

228.8 φ35

φ39

20.7

底版  D25 φ35 375 64 24.0 φ35 385 24.6

柱  D22 φ32 440 46 20.2

削孔径
(m)

φ32 450

削孔長 削孔箇所 削孔延長

(mm) (箇所)

46

埋込み長 本数

(mm) (本)

樹脂アンカー

(m)
鉄筋径 径

アンカー工

延長

削孔数量



P8耐震＿6/9

8. ※数位：幅、高さ、距離(長さ)は少数位以下1位止、面積、体積は整数位止

※施工パッケージa,cの場合はこれを含む

1
0
0

直角方向幅 L ＝ m

A ＝｛ 2 ×（ ＋ ）＋ ｝× ＝ 掛m
2

A ＝ 掛m
2

2.400 6.000 8.8 3.650 93.44

93  

  500      500

6.000

躯　　体 （ H ≦ 30m ）

足 場 工

1200 2400 1200

3
6
5
0



9. ( SD 345 ) P8耐震＿7/9

9.

１．形状寸法より算出

既設柱断面積

A ＝ × ＝ m2

A ＝ m2

横向き

A1 ＝ ＋ × ＋ × 2 ＝ m2

下向き

A2 ＝ × ＝ m2

既設柱控除 m2

＝ 〃

＝ m2

60.1

8.400 8.400 70.6

10.5 -10.5

10.5

( 1.900 5.500 ) ( 3.650 0.250 ) 57.7

鉄 筋 探 査

1.900 5.500 10.5

機

械

式

定

着

0＜L≦1m

合 計

1m＜L≦2m D25

〃 208    

〃 208    

箇所 -　      

合 計 〃 5013    

D13 〃 14    

小計 〃 3530    

D16 D16 〃 655    

～ D19 〃 -　      

1469    

2074    

〃 801    

小計 〃

D22

D29

D25

D25 〃

～ D29 〃 1469    

D35 〃

〃 -　      
D32

D32

-　      

-　      

-　      

-　      

数 量

〃

鉄 筋

項 目 単 位

鉄

筋

質

量

D51 kg

D41

D38 〃



10. 作業土工 P8耐震＿8/9
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1） 床掘り （A領域）
P8耐震＿9/9

土 砂
※数位： 高(深さ)、幅、断面積、土量は小数位以下1位止(2位四捨五入)

V ＝ /6 ×｛ ( 2 × ＋ ）×

＋ ( 2 × ＋ ）× ｝ ＝ m
3

既設控除分

壁 V1 ＝ 　既設柱断面積　　×　　掘削深

＝ m2

× ＝ m
3

V ＝ m
3

2） 埋戻し （種別 C） ( 1m ≦ W1 ＜ 4m )

躯体控除分

壁 V ＝ × × ＝ m
3

底版 V ＝ × × ＝ 〃

V ＝ m
3

V ＝ （床掘り量　-　躯体控除量）

＝ － ＝ m
3

3） 整地（残土処理）

土量変化率

V ＝ － × ＝ m
3

11.2

35.6

131.5 35.6 95.9

117.8 95.9 1/0.9

8.4 8.4 0.3 21.2

C= 0.9

2.4 6.0 1.0 14.4

10.5 1.3 -13.7

117.8

10.7 9.4 10.7 131.5

1.3 9.4 10.7 9.4



橋梁付属物工 － 水平力分担構造 （P8,A2)

1.1 水平力分担構造 数量総括表

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

基

基

基

基

本 起24,終24

本 P8：起32,終32

本

本

本

本

m3

本

本

本

本

㎏

組

m2

m2

m2

m2

㎏

m

㎏

m3

㎏

名称 規格・寸法 単位 P8橋脚 A2橋台 合計 摘要

 鋼材質量  PL(SM490B) 2,432 848 3,280 鋼材明細による

 PL(SM400B) 7,576 7,576 　　〃

 PL(SM400A) 6,504 4,400 10,904 　　〃

 ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ質量  ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 992 706 1,698 ﾅｯﾄ,ﾜｯｼｬｰ含む

 ボルト・ナット(強度8.8) 120 36 156

 亜鉛メッキ質量  HDZ 55 16,512 5,248 21,760 鋼板

 HDZ 35 1,112 742 1,854 ﾎﾞﾙﾄ,ﾅｯﾄ類

 リミッター 1200kN-M110 2 2

1000kN-FIX 8 8

 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ設置工  ｺﾝｸﾘｰﾄ削孔 φ65×426 48 48 横方向

φ62×383 8 8 横方向

φ61×775 40 40 横方向

φ45×535 120 120 横方向

 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ D51x905 40 40

D35x810 48 48

D35x640 120 120

D32x790 8 8

 ｴﾎﾟｷｼ樹脂 49.8 33.7 83.5

 鉄筋探査工  横向き 19.7 6.2 25.9

 芯だし調整面積  平均厚 5mm 19.7 6.2 25.9

 シール延長 11.400 52.200

 無収縮モルタル

 エポキシ樹脂

1962.2 711.6 2673.8

0.91 0.33 1.24

40.800

 連結ボルト M30×130（強度8.8） 48 48

M27×110（強度8.8） 64 40 116

2.0 0.6 2.5

 エポキシ樹脂

 注入  エポキシ  平均厚 5mm

81.8 26.4 108.2

12.4 4.0 16.4

 チッピング  平均厚 5mm 12.4 4.0 16.4

 近接調査計測工 8 2 10

2

8 2 10

10 ブラッケット 下部工

上部工

8

- 0.270Co削孔殻 -



1.2 鋼材明細（水平力分担構造）













1.3 その他数量（水平力分担構造） （P8,A2）

その他数量(水平)̲1/2
 1.3.1 ブラケット

P8橋脚 下部工 8基(1447㎏/基)、上部工 8基(617㎏/基) ・・・図面･鋼材明細より

A2橋台 下部工 2基(1955㎏/基)、上部工 2基(669㎏/基) ・・・図面･鋼材明細より

 1.3.2 リミッター

P8橋脚 1000kN-FIX 基

A2橋台 1200kN-M110 基

 1.3.3 アンカー削孔

　アンカー削孔本数を下表に示す。

 1.3.4　樹脂使用量

樹脂使用量を下表に示す。なお、樹脂の単位質量は1200kg/㎥とする。

樹脂使用量（㎏）は、材料ロス率+0.2を含む

 1.3.5 鉄筋探査面積

※横方向

※横方向

※横方向

※横方向

アンカー径 削孔径 削孔長

(mm) (本/箇所) (箇所) (本)

8

2

施工本数 施工箇所数 施工総本数 総削孔長

(mm) (m)

P
8
橋
脚

35 65 426 6 8 48 20.448

35 45 535 15 8 120 64.200

小計
φ65×426 48 20.448

φ45×535 120 64.200

0.102

0.170

A
2
橋
台

32 62 383 4 2 8 3.064

51 61 775 20 2 40 31.000

小計
φ62×383 8 3.064

φ61×775 40 31.000

アンカー径 削孔径 削孔長 施工本数 施工箇所数 施工総本数 樹脂使用量 樹脂使用量

(mm) (mm) (本/箇所) (箇所) (本) (m3) (kg)

P
8
橋
脚

35 45 535 15 8 120 0.041 49.8

小計 0.041 49.8

A
2
橋
台

51 61 775 20 2 40 0.028 33.7

小計 0.028 33.7

縦幅 横幅 施工箇所数 面積

(mm) (mm) (箇所) (㎡)

P
8
橋
脚

1000 1550 8 12.4

704 650 16 7.3

小計 19.7

A
2
橋
台

1300 1550 2 4.0

700 800 4 2.2

小計 6.2

0.068

0.009

0.091

0.100

合計 0.270

削孔量

(m3)



 1.3.6 芯だし調整面積 その他数量(水平)̲2/2

 1.3.7 チッピング面積

※横方向

※横方向

 1.3.8 注入面積

注入材（エポキシ樹脂）：単位体積重量 1200㎏/m3

樹脂使用量は、材料ロス率+0.1を含む

 1.3.9 シール延長

シール材（エポキシ樹脂）：単位体積重量 1700㎏/m3

樹脂使用量は、材料ロス率+0.14を含む

 1.3.10 無収縮モルタル

無収縮モルタル：単位体積重量 1875㎏/m3

樹脂使用量は、材料ロス率+0.15を含む

縦幅 横幅 施工箇所数 面積

(mm) (mm) (箇所) (㎡)

P
8
橋
脚

1000 1550 8 12.4

704 650 16 7.3

小計 19.7

A
2
橋
台

1300 1550 2 4.0

700 800 4 2.2

小計 6.2

縦幅 横幅 施工箇所数 面積 備考

(mm) (mm) (箇所) (㎡)

P
8
橋
脚

1000 1550 8 12.4 平均厚5mm

小計 12.4

A
2
橋
台

1300 1550 2 4.0 平均厚5mm

小計 4.0

縦幅 横幅 施工箇所数 面積 厚み 体積 材料使用量 備考

(mm) (mm) (箇所) (㎡) (mm) (㎥) （㎏）

P
8
橋
脚

1000 1550 8 12.4 5 0.062 81.8

小計 12.4 0.062 81.8

A
2
橋
台

1300 1550 2 4.0 5 0.020 26.4

横幅 施工箇所数 施工延長 厚み

小計 4.0 0.020 26.4

深さ 施工体積 材料使用量

(mm) (mm) (箇所) (m) (mm) (mm)

縦幅

(m3) （㎏）

P
8
橋
脚

1000 1550 8 40.800 5 5 0.0010 2.0

小計 40.800 小計 0.0010 2.0

A
2
橋
台

1300 1550 2 11.400 5 5 0.000 0.6

小計 11.400 小計 0.000 0.6

縦幅 横幅 厚さ 施工箇所数 施工箇所数 体積 材料使用量 備考

(mm) (mm) (mm) (箇所/桁) (箇所) (m3) (㎏)

P
8
橋
脚

704 650 90 2 8 0.66 1423.1

426 650 47 2 8 0.21 452.8

φ65 -φ35 426 6 8 0.04

383 800 50 2

86.3 アンカー部

小計 0.91 1962.2

0.26 560.6

129.4
A
2
橋
台

700 800 114 2 2

2

2 0.06

0.01 21.6 アンカー部

小計 0.33 711.6

φ62 -φ32 383 4



橋梁付属物工 － 落橋防止装置 （P8,A2）

2.1 落橋防止装置 数量総括表

kg

kg

kg

kg

kg

kg

基

基

F310TDU 本

本

本

m3

本

本

m
3

㎏

組

m
2

m
2

m
2

m
2

㎏

m

㎏

m
3

㎏

7.700

300.0

11.9

 無収縮モルタル 0.16

1.8

 ｴﾎﾟｷｼ樹脂 0.4

 平均厚 5mm

 シール延長

 ｴﾎﾟｷｼ樹脂

 注入面積 1.8

 チッピング

 近接調査計測工

 芯だし調整面積 3.5

 鉄筋探査工  横向き 3.5

2

0.017

20.2

 ｴﾎﾟｷｼ樹脂

D51x895 24

 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ D51x630 18

横方向φ61×775 24

横方向 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ設置工  ｺﾝｸﾘｰﾄ削孔 φ81×340 18

 PCケーブル 2

図面より

 ブラッケット 上部工

下部工 2

図面より2

ﾎﾞﾙﾄ,ﾅｯﾄ類

鋼板

 HDZ 35 644

 亜鉛メッキ質量  HDZ 55 2,767

 ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ質量  ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 644

 PL(SM490A)

ﾅｯﾄ,ﾜｯｼｬｰ含む

 PL(SM400A) 932

793

摘要

 鋼材質量  PL(SM490YB) 1,042

名称 規格・寸法 単位 A2橋台

Co削孔殻 0.086



2.2 鋼材明細 （落橋防止装置）



2.3 その他数量（落橋防止装置） (P8,A2)

その他数量(落防)̲1/2
 2.3.1 ブラケット

A2橋台 上部工 2基(987㎏/基)、下部工 2基(396.5㎏/基) ・・・図面より

 2.3.2 PCケーブル

A2橋台 本

 2.3.3 アンカー削孔

　アンカー削孔本数を下表に示す。

 2.3.4　樹脂使用量

樹脂使用量を下表に示す。なお、樹脂の単位質量は1200kg/㎥とする。

樹脂使用量（㎏）は、材料ロス率：+0.2を含む

 2.3.5 鉄筋探査面積、表面処理面積

※横方向

※横方向

※横方向

 2.3.6 芯だし調整面積

小計 1.8

800 1100 1 0.9

A
2
橋
台

800 1150 1 0.9

(㎡)

小計 3.5

縦幅 横幅 施工箇所数 面積

(mm) (mm) (箇所)

800 1150 1 0.9

800 1100 1 0.9

A
2
橋
台

1010 850 2 1.7

縦幅 横幅 施工箇所数 面積

(mm) (mm) (箇所) (㎡)

小計 0.017 20.2

2 24 0.017 20.2A
2
橋
台

51 61 775 12

(kg)

施工総本数 樹脂使用量 樹脂使用量

(mm) (mm) (本/箇所) (箇所) (本) (m3)

アンカー径 削孔径 削孔長 施工本数 施工箇所数

小計
φ81×340 18 6.120

φ61×775 24 18.600

2 18 6.120

51 61 775 12 2 24 18.600
A
2
橋
台

51 81 340 9

施工総本数 総削孔長

(mm) (mm) (本/箇所) (箇所) (本) (m)

アンカー径 削孔径 削孔長 施工本数 施工箇所数

F310TD 2

削孔量

(m3)

0.032

0.054

0.086



 2.3.7 チッピング面積 その他数量(落防)̲2/2

※横方向

※横方向

 2.3.8 注入面積

注入材（エポキシ樹脂）：単位体積重量 1200㎏/m3

樹脂使用量は、材料ロス率+0.1を含む

 2.3.9 シール延長

シール材（エポキシ樹脂）：単位体積重量 1700㎏/m3

樹脂使用量は、材料ロス率+0.14を含む

 2.3.10 無収縮モルタル

無収縮モルタル：単位体積重量 1875㎏/m3

樹脂使用量は材料ロス率+0.15を含む

小計 0.160 300.0

φ81 -φ51 340 9 2 0.019 35.6 アンカー部

0.106 198.8

65.6340 850 30 2 2 0.035
A
2
橋
台

1040 850 30 2 2

体積 材料使用料 備考

(mm) (mm) (mm) (箇所/桁) (箇所) (m3) (㎏)

縦幅 横幅 厚さ 施工箇所数 施工箇所数

0.0001 0.2

小計 7.700 小計 0.0002 0.4

5 0.0001 0.2

800 1100 1 3.800 5 5

A
2
橋
台

800 1150 1 3.900 5

(m3) （㎏）

深さ 施工体積 材料使用量

(mm) (mm) (箇所) (m) (mm) (mm)

縦幅 横幅 施工箇所数 施工延長 厚み

小計 1.80 0.009 11.9

0.005 6.1

800 1100 1 0.88 5 0.004 5.8

A
2
橋
台

800 1150 1 0.92 5

体積 材料使用量 備考

（㎏）(mm) (mm) (箇所) (㎡) (mm) (㎥)

平均厚5mm

小計 1.8

縦幅 横幅 施工箇所数 面積 厚み

A
2
橋
台

800 1150 1 0.9 平均厚5mm

800 1100 1 0.9

(mm) (箇所) (㎡)

縦幅 横幅 施工箇所数 面積 備考

(mm)



橋梁付属物工 － 仮設足場工 （P8,A2)

枠組足場 ※構造図及び参考図（次頁）より 参考

P8 - ① （ L1.2 + L1.2 + L8.4　）×2 × H5.5　＝ 99

P8 - ② 　L2.4　×　2　×　H3.7　＝ 18

A2 　L10.9　×　H4.5　＝ 49

計 166 掛m2

仮設工 － 土留工

大型土のう ～橋脚耐震補強工－作業土工 より～

製作設置 19 袋

撤去 19 袋



羽生市神戸地内

図面番号

工事名

工事箇所

路線名

縮　尺

図面名 中間橋脚 枠組足場計画図(参考)

一般国道125号

図 示（A1）

埼玉県行田県土整備事務所

/

橋りょう修繕工事

(神戸陸橋耐震補強工)

S=1:50（A1）神戸陸橋 中間橋脚 枠組足場計画図（参考）

上り線 ,P7,P8正 面 図(A1側)

平 面 図

側 面 図

A
1
側

P
1

P
2
側

2.288%

2.292%

A1側

P1

P2側

5.00%

5.00%

AG1 AG3 AG3 AG4 AG5 AG6

AG1 AG2 AG3 AG4 AG5 AG6

250

枠組足場

枠組足場

P1 P3 P4 P7 P8

h1 2666 4931 5835 4307 2749

h2 534 569 565 593 1251

H 3200 5500 6400 4900 4000

配 置 図 S=1:1000（A1）

P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 A2A1

羽生 加須

枠組足場
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P
8
側

A
2

AG6AG5AG4AG3AG2AG1

正 面 図

2.275%

AG1 AG2 AG3 AG4 AG5 AG6

2.236%

平 面 図

側 面 図
A2

P8側

5.02%

羽生市神戸地内

図面番号

工事名

工事箇所

路線名

縮　尺

図面名 Ａ２橋台枠組足場計画図(参考）

一般国道125号

図 示（A1）

埼玉県行田県土整備事務所

/

橋りょう修繕工事

(神戸陸橋耐震補強工)

CL

CL

配 置 図 S=1:1000

P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 A2A1

羽生 加須

S=1:50（A1）神戸陸橋 A2橋台 枠組足場計画図（参考）

A A
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B

A - A B - B
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橋梁付属物工　－　排水施設工

3.1 排水施設工  数量総括表

6 kg/個

合計

7 kg/個

7 kg/個

11 kg/個

○排水管撤去延長（VP200）

○新設排水管延長（VP200）

○塩ビ管処分 構造物撤去処分工 ～ 運搬処理工 ～ 現場発生品運搬処理

Ｖ ＝ L7.243 × VP管φ200断面積　 ※ VPφ200の外径：216㎜

＝ 7.243 × ( π * 0.216^2 / 4 )

＝

≒ 0.3 m3

12 26

0.265

2

新設打込み式アンカー M12x100 本

伸縮管 200A縦引き用 個 1          

42 95

-          1

金具質量 kg

3 6

S3 個

3 6

S2 個

新設取付金具 S1 個

2.000 5.0 ｽﾘｰﾌﾞ加工

m 16.65.610

3.610 11.6 ｽﾘｰﾌﾞ加工

直管 VP200 m
新設排水管延長

曲管 VP200 m

10 26

30 78

撤去打込みアンカー M12x100 本

金具質量 kg

5 13

2 4

撤去取付金具 B 個

1 2

撤去キャップ 個

撤去受け桝 個

7.243 18.4

P8橋脚 合　計 摘要

撤去排水管延長 VP200 m

項目 単位



3.2 数量内訳（排水施設工）

 3.2.1 撤去重量

撤去重量内訳



 3.2.2 排水装置新設

  鋼材数量総括表
1/2



2/2



 3.2.3 鋼材質量内訳（P8新設排水管）
1/1



構造物撤去処分 － 運搬処理工 （P8,A2)

コンクリート殻運搬処理

・コンクリート削孔数量

橋脚補強
水平力

分担構造
落橋防止

装置
合計(m3)

現場発生品運搬処理

3.1排水施設工より

・廃プラスチック類　　Ｖ＝ 0.3 m3

・廃棄物 収集・運搬　　Ｎ＝ 1 回

0.086

P8 0.298
0.270 0.7

A2 - 

- 


